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■■■■
富士ゼロックスIT関連企業にて、日本最大のネットワーク・セキュリティー業界のパートナー向けマー
ケティング関連に従事、その後、京セラ関連IT企業にて、経営企画部長、事業開発部長を経て、ITコー
ディネータ取得後、コンサルティング部長に従事し、現在、ITC協会事務局員勤務。
自らもITC認知度向上と発展のためITと経営の融合に関する著書執筆、講師、コンサルティング活動を行う。

■■■■
・経済産業省推進資格 ITコーディネータ
・経済産業省推進事業 IT経営応援隊インストラクター

・旧通産大臣許可法人 財団法人日本経営士会 正会員 経営士（情報部門）
・文部科学大臣許可法人資格 認定個人情報保護コンサルタント
・文部科学大臣許可法人資格 情報セキュリティー検定一級
・特定非活動法人ITC－METRO Team-COMPACT （客員研究員）

■■■■
・ITコーディネータ協会届け出組織
・日本経営士会経営士 南関東支部（マネジメントコンサルタント・日刊工業新聞連載記事寄稿予定）
・産業能率大学 （ホームページ：経済・マネジメント論記事／教授連携IT経営研究）
・各商工会議所（セミナー講師）※ボランティアベース
・NPOビジネスサポート （IT経営応援隊インストラクター）
・富士通、オムロン、富士ゼロックス等IT・SIメーカー（ITC認知度向上・発展へのITC講演）

【講師プロフィール】
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◦ まずまずまずまず第一第一第一第一にににに求求求求められるめられるめられるめられる資質資質資質資質はははは「「「「経営課題認知力経営課題認知力経営課題認知力経営課題認知力」」」」

◦ 経営課題経営課題経営課題経営課題をををを解決解決解決解決するするするする経営改革実行力経営改革実行力経営改革実行力経営改革実行力「「「「経営改革力経営改革力経営改革力経営改革力」」」」

◦ ITITITITをををを活用活用活用活用してしてしてして経営課題経営課題経営課題経営課題をををを解決解決解決解決するするするする力力力力「「「「ITITITIT経営力経営力経営力経営力」」」」

現代の企業経営者に求められるもの
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16 358 15 317 14 320

113 31.6% 104 32.8% 109 34.1%
66 18.4% 48 15.1% 45 14.1%
50 14.0% 36 11.4% 35 10.9%
37 10.3% 33 10.4% 39 12.2%
44 12.3% 46 14.5% 43 13.4%
30 8.4% 24 7.6% 26 8.1%
12 3.4% 13 4.1% 12 3.8%
6 1.7% 13 4.1% 11 3.4%

358 100.0% 317 100.0% 320 100.0%

日本商工会議所：独自アンケート調査の業種業態



貴社は今後、どのような企業になりたいとお考えですか、特に重視したいイメージ
を次の中から3つまでお選びください。



貴社において、今後、重視する経営課題はどのようなものですか。次の
中から3つまでお選びください。



経営課題及びその問題を解決する上で、貴社において不足している、
あるいは補充すべき経営資源はなんですか？



情報とお選びになった方にお伺いいたします。次の中で不足しているもの
は何ですか、不足していると思われる順に3つ以内でお選びください。
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日本のＩＴ投資額は全体としては増加傾向。但し規模別で見ると中小企業では横ばい。

ＩＴ投資額推移 資本金別「１社当たりの」ＩＴ投資額の推移

大企業と中小企業のＩＴ投資の差が拡大＝競争力・生産性の格差へ
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IT化の変遷

1960196019601960～～～～80808080年代年代年代年代1960196019601960～～～～80808080年代年代年代年代 1980198019801980年代後半年代後半年代後半年代後半～～～～90909090年代年代年代年代1980198019801980年代後半年代後半年代後半年代後半～～～～90909090年代年代年代年代 1990199019901990年代後半年代後半年代後半年代後半～～～～現在現在現在現在1990199019901990年代後半年代後半年代後半年代後半～～～～現在現在現在現在

ホストコンピュータホストコンピュータホストコンピュータホストコンピュータのののの
時代時代時代時代

CSS/CSS/CSS/CSS/ダウンサイジングダウンサイジングダウンサイジングダウンサイジング化化化化のののの
時代時代時代時代

インターネットインターネットインターネットインターネット・・・・
オープンソースオープンソースオープンソースオープンソースのののの

時代時代時代時代

■

■IT

■

■

■ EUC

■ IT

■

■

■※ERP SCM

■ IT

■

IT

※ERP
※SCM



※※※※

企業の成長曲線と日米にみるIT投資の関連性
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経営者のアイディンティティの失敗する要素（SONY）

SONYSONYSONYSONY

1.企業理念（創業者）：真面目ナル技術者ノ技能ヲ、最高度ニ
発揮セシムベキ自由豁達ニシテ愉快ナル理想工場ノ建設

２.経営者の想い：ＡＶとＩＴの多角化融合（アイディンティティ）

３.組織：分権化組織：カンパニー制（組織は戦略に従う：チャンドラー）

４.開発・生産：「SONY」ブランドによる新製品（差別化）中心、多角化
の推進（ネット・金融・保険・ロボット）など自社の事業以外へ多角化
展開、コスト重視の海外工場進出

14



経営戦略とＰＤＣＡサイクル管理思考の失敗

AAAA

15
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ＩＴを活用した情報の伝達方法でプロセス改革の成功事例

【【【【

１.ＰＤＣＡの計画（Ｐ）は本部の計画を店長会議やメールなどで伝達

２．地区担当者や営業企画スタッフなどが店長に直接伝える。経営
者自ら足を運び店長と年2回面談をする

４．改革に取り組んだ成果は2年後、3年後となるため、改革取り組ん
組んだ時点で表彰する

５．イントラネットの掲示板に新しい提案やディスプレイ方法などの
写真が自律的に日に2件から3件掲載するまでになる。

６．パートやアルバイトからも経営者に提案や改善の要求がある。

16



経営者のアイディンティティ変更の経営改革事例
（ＳＯＮＹ）

１．経営者の想い（アイディンティティ）をユーザ顧客が望む「ＡＶ機器
」 に選択と集中し、「SONY」ブランドの強みであった本業回帰によ
る業務プロセス改革行う。

２．ＳＯＮＹブランドのコアコンピテンスである本来の強みに対して選択
と集中させる。

３．自社の強みの製品・商品を中心に業務プロセスとカンパニー制度を改
革する。
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垂直組織のディスコミュニケーションの失敗
（松下電器産業）

１.企業理念（創業者）：産業人タルノ本分ニ徹シ社会生活ノ改善ト
向上ヲ図リ世界文化ノ進展ニ寄与センコトヲ期ス

２.経営者の想い：プロダクトアウト（アイディンティティ）

３.組織：集権化組織：事業部制（戦略は組織に従う：アンゾフ）

４.開発・生産：水道哲学（二番手）中心、現場主義による製造業への
こだわり、自社の価値は良いものづくりで価格を安くする。コスト重視
の海外工場進出

18



価値連鎖活動による垂直的ディスコミュニケーション分析
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経営とＩＴ融合での経営改革成功事例
（松下電器産業）

【【【【

１．『ＩＴ革新なくして経営革新なし』のビジョンを打ち出す・

２．今までの水平的なコミュニケーションに問題があった官僚的な
事業部を解体。

３．標準化と業務プロセスの刷新、コスト、利益の可視化による、現場
の主体性を引き出す「自分化」といった業務プロセス改革と情報シス
テムを表裏一体で進めた。

４．「ＩＴで業務プロセスをロックする（ＣＩＯの牧田孝衛役員）」という
全体最適と標準化へのＩＴ活用の方針を実行に移した。
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キャッシュフロー経営実践の失敗
（中堅Ａ書籍販売会社）

１.キャッシュフローを増やし、その範囲内で銀行の借入金の返済

２．中期計画、返済計画、メインバンクの決定、在庫の圧縮を行う

３．労働分配率が自社40％、他社30％で生産性が低いため、ロー
コストオペレーションを高め接客時間を増加させる。

４．書籍積み増し方法を標準化、業務の一部を本部に移管する

５．現場の作業も軽減させ、マニュアル化も行い標準化を行う。

21



キャッシュフロー経営実践の失敗の原因
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ＩＴを活用した情報の伝達方法でプロセス改革の成功事例

【【【【

１.ＰＤＣＡの計画（Ｐ）は本部の計画を店長会議やメールなどで伝達

２．地区担当者や営業企画スタッフなどが店長に直接伝える。経営
者自ら足を運び店長と年2回面談をする

４．改革に取り組んだ成果は2年後、3年後となるため、改革取り組ん
組んだ時点で表彰する

５．イントラネットの掲示板に新しい提案やディスプレイ方法などの
写真が自律的に日に2件から3件掲載するまでになる。

６．パートやアルバイトからも経営者に提案や改善の要求がある。
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ＩＴ導入段階

ＩＴ利活用段階

経営革新の実現に向けたIT利活用のステップ

IT Ⅱ IT IT

IT IT
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３つのタイプの見えざる資産の見える化と繋がり力



企業内部・企業間の繋がり力強化モデル
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IT経営と可視化（見える化）の融合のコンセプト

オペレーション

Ｗｈｙ
「なぜ我が社は存在するのか」

Ｗｈａｔ
「我が社はどんな価値を市場に生み出すのか」

Ｈｏｗ
「我が社は競争戦略をどう実行するのか」

競争戦略

ビジョン

可視化

「我が社は業務プロセス
の可視化ができているか』

経営者

部門長

課・係長

従業員
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分析型経営戦略論（トップダウン）

ビジョン

オペレーション

競争戦略

ＩＴ導入

可視化

ＩＴ調達

経営戦略

ＩＴ戦略

業務プロセス改革計画

ＩＴサービス活用

業務プロセス指標可視化

業務プロセス改革

■ ■3 ■
■ ■ ■SWOT
■ ■ CSF)

■

■ IT ■ ■DFD
■IT ■IT ■IT ■IT

■IT ■IT
IT

■ ■
■
■

■

■ SBU) ■
■

■ ■RFP ■IT
■IT ■RFP ■IT

プロセス型経営戦略論（ボトムアップ）

■

ビジョンバリューウェイ

■ ■ ■ ■
■ ■

【４フレーム】 【９フェーズ（成果物）】

■ SLA)

■ SLM)

ＩＴ経営可視化戦略フレームワーク全体概要図
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ＩＴ化実行による
経営課題解決

新ビジネスモデル
構築へのＩＴ活用

営業・マーケティング
へのＩＴ活用

経営意思決定の
合理化・

スピード化

仕事の仕組み改革
と連携・統合化

コミュニケーション
高度化

人材活用高度化

ＩＴ化アクションプラン（実行プラン）

グループウェア

自社Ｗｅｂによる技術ＰＲ

多言語でのＰＲ

Ｂ２Ｂ・Ｂ２Ｃサイト等利用

自社Ｗｅｂでの各種販促

１．Ｗｅｂ販促

ノウハウ等共有

ＰＣでのＴＶ会議等の利用２．情報共有

巨大ファイル等のやりとり

電子メールの活用

経営情報の共有

図面情報共有

３次元ＣＡＤ活用

デザイン力強化

ハード等への組み込みソフト

生産設備への組み込みソフト

３．固有技術化

ＥＤＩ電子受発注対応

財務会計

管理会計

販売管理・在庫管理

生産管理
４．基幹系

経営可視化ツール

アクセス権等の整備

ＰＣ導入・更新

ネットワーク整備

セキュリティー確保

災害対策

５．社内インフラ
整備

法的対抗策の整備

情報活用と評価の連動

社員のＩＴリテラシー

情報化リーダー育成

特殊分野社員の教育

社内での委員会体制

６．教育・体制

全て

IT経営成功企業による経営課題解決策事例（中小企業数百社）

経営課題

事業領域の転換

高付加価値の確立

グローバル化への対応

外部経営資源と連携・活用

１．既存事業の転換
新規事業進出

環境ビジネス・環境問題への取り組み

法的遵守・情報公開への取り組み

２．企業の社会的
貢献・社会的責任

インターネットによる新規開拓

インターネットによる直接販売

営業情報共有による営業効率向上

顧客サービス向上による顧客維持

企業ブランド確立による売上拡大

３．売上拡大
・新規開発

魅力的な新商品の開発

魅力的な新サービスの開発

商品品質の向上

サービス品質の向上

４．商品力・
サービス力の強化

物流効率化

業務プロセス改革

社内業務の効率化

製造生産性の向上

在庫の圧縮
６．コスト削減

調達コスト削減

リスク管理の強化

情報セキュリティー管理の強化
８．リスク管理の強化

経営情報の共有によるやる気向上

企業戦略と総合的な人事や評価基準
７．組織・社員の
やる気と能力向上

ＩＴリテラシー向上

納期短縮

開発期間短縮

多品種・少量生産

ＳＣＭへの対応 ５．工期短縮
・スピード経営電子調達への対応

顧客サービスのスピードアップ

業績の月次把握から日次把握へ

実績情報の即時フィードバック

全て

全て

出典平成２００６年経済産業省推進ＩＴ経営応援隊 「ＩＴ経営の気づき」より
30



新規ユーザ獲得

新規取引先への
専門技術PR

専門情報PR公開

Webサーバ

新ビジネスモデル構築へのＩＴ活用

BPR
（ビジネスプロセスリエンジニアリング）

営業担当活動

社内製販売情報一括管理

顧客満足度向上

新製品計画

販売計画

在庫計画



新商品開発・価格
納期を最適化

適切な営業マネジメント

Webサーバ

営業・マーケティングへのＩＴ活用

CRM（カスタマーリレーショップマネジメント）

CRMデータベース

個客戦略

SFAサーバ

適切な営業活動

顧客満足度向上活動

CTIサーバ



経営意思決定の合理化・スピード化へのＩＴ活用

データ収集

【全社統合データベース】

一般層

管理者層

経営者層

社内業務の連携統合化
（経営情報可視化）

各種経営情報

BI（ビジネスインテリジェンス）
DWH（データウェアハウス）

経営可視化

データ活用

データ分析

J
D
B
C
・
O
D
B
C
接
続

仕入管理

生産管理

在庫管理

販売管理

財務管理



RFID

EDI共通情報データベース
・製造情報

・流通在庫情報
・販売実績情報

仕事の仕組み改善と連携、統合化へのIT活用

情報の共有化
オープン化

生産計画の見直し
最適化

流通在庫の
圧縮

顧客ニーズ対応
在庫の圧縮

製造 流通 小売

RFID

製造情報
流通在庫
情報

販売実績
情報

SCM（サプライチェーンマネジメント）



個人ノウハウ

個人スケジュール

ファイル情報

社内ノウハウの共有
スケジュールの共有

付加価値の高い
製造・設計を実現

独自ノウハウ情報共有価格
競争からの脱却

コミュニケーション高度化へのＩＴ活用

暗黙知

社内情報
形式知

TV会議

ドキュメント管理

グループウェア

KM（ナレッジマネジメント）



TV会議

Eラーニング

ドキュメント管理

業務ノウハウ

個人キャリア

教育資料

教育の充実
（社員能力向上）

情報の共有化
による生産性向上

従業員教育費の削減

教育履歴情報

人材活用高度化へのＩＴ活用

業務実績

HRM
（ヒューマンリソースマネジメント）

研修履歴

OJT、Off‐JT



生産性向上・競争力強化IT化モデル

購購購購

買買買買

物物物物

流流流流

出出出出

荷荷荷荷

物物物物

流流流流

販
売
販
売
販
売
販
売

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ササササ

ーーーー

ビビビビ

スススス

製製製製

造造造造

BPR
オペレーション

CRM
オペレーション

SCM
オペレーション

HRM
オペレーション

BI・DWH
オペレーション

KM
オペレーション

支
援
活
動

M.E.

価値連鎖活動（バリューチェーン）

マ
ー
ジ
ン

マ
ー
ジ
ン

マ
ー
ジ
ン

マ
ー
ジ
ン



SaaS/ASP

A B

A B

Internet

A B

SaaS ASP

Software as a Service（SaaS）とは
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ＩＴ経営可視化戦略 経営目標へ導くナビゲーター
（ＩＴコーディネータ協会認定研修教材）
（産業能率大学出版部編）

IT

IT

NPO

2000

5



ITC

IT IT

IT

ITC ITC

IT

IT ITC

IT ITC

Win-Win


